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プラチナと
水素経済  

 
 

水素が今後のプラチナ需要を 
支える 

 

脱炭素化の必要性が益々高まっている中、

炭素排出を大幅に軽減するためのエネルギ

ー転換に、プラチナベースの技術は重要な

役割を果たす。 

固体高分子膜技術は、水素を生産する水の

電子分解と、発電を行う燃料電池という重

要な二つの用途にプラチナを触媒として使

い、その燃料電池は燃料電池自動車に使わ

れる。 

再生可能エネルギーを使えば固体高分子

型水電解装置は炭素を発生しないグリー

ン水素を作り出し、グリーン水素を燃料

電池自動車に使えば、全く炭素を排 

出せず、化石燃料も必要としない移動        

手段となる。 

グリーン水素を脱炭素化に利用するプラチ

ナベースの固体高分子膜技術を使えば、

2030年までに世界の炭素排出量を11％軽減

できるとされている。 

水素燃料関連のプラチナの需要は現在あま

り多くはないが、今後は大きく伸びる予測

で、2030年までにはプラチナ需要の主要分

野の一つに、そして2040年までには最大の

需要分野になるとされている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
燃料電池自動車は炭素を全く排出しない移動手段 
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固体高分子型水電解装置の内部 



 
需要の増加 
コモディティーに新たな用途が生まれることはあ

まりなく、また歴史の古いプラチナにとっては例

外的なことでもある。この点は特に供給不足の市

場においては、プラチナ投資に有利となる。 

2023年3月22日 

 

プラチナの利用によって広がる水素経済の可能

性、そしてそれによって作り出される新たなプ

ラチナ需要分野については、 new infographic 
from the World Platinum Investment Council を参

照されたい。 
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